
タイトル画面



1.構想概要



2. 研究開発・実践や高大接続について

•(1) 時間割上の工夫

•(2) 教科間連携・教員間連携

•(3) 各教科におけるグローカル

•(4) 課題探究（ローカル）

•(5) 海外研修等（グローバル）

•(6) 特徴的な取り組み



2-(1) 時間割上の工夫

•４回生→総合的な探究の時間、社会と情報

•５回生→家庭基礎、現代文Ｂ、世界史Ａ

•６回生→課外でのプロジェクト活動

•５回生、６回生（2020年度以降）

→【総合的な探究の時間】として編成



2-(2) 教科間連携・教員間連携

•国語、数学、英語

→探究の基礎、探究リテラシー

•その他の教科

→地域と日本・地域と世界の比較

•全教員が課題探究の伴走者



2-(3)各教科におけるグローカル

•保健

ローカル →地元のデータや地域課題を考える

グローバル→WHO、ユネスコ、諸外国との制度比較

•家庭

ローカル →地域食材・Ｂ級グルメの活用

グローバル→ＳＧＨ「食」の課題研究



2-(4) 課題探究（ローカル）

•ＳＧＨ「食」の探究
→ 【地域】と接続するテーマであれば可

•地域との協働
×地域を学ぶ → 〇地域で学ぶ → ◎地域でプロジェクト

•調べ学習からＰＢＬへ



探究テーマ（肩こり撲滅）



探究テーマ（100メートル走いやいや）



探究テーマ（落語）



探究テーマ（喋らずに発表）



探究テーマ（辞めるは悪いのか）



探究テーマ（授業がねむい）



探究（哲学）



探究への意識調査



地域との協働

•校内ヒアリング（７月）

→市役所・社福から約20名来校

•全国大学政策フォーラム in 登別（８月）

→大学教員約10名来校

•登別市制50周年事業（2020年８月）

→生徒のプロジェクトを周年事業に？



探究テーマ（50周年）



探究テーマ（地元に
根づいた学校づくり）



2-(5) 海外研修等（グローバル）

•イングリッシュキャンプ（後期生希望者）

•海外研修旅行（全５回生対象）

•スカイプ会議（英語の授業内で実施）

•留学生受け入れ

•小学生への英語授業（４回生）

•学校外の事業による海外派遣

•海外フィールドワーク



2-(6) 特徴的な取り組み

•ＳＧＨの財産

→ グローバル分野・表現力が強み

•学校行事がＰＢＬ

→ 柔軟で行動力ある生徒が育つ土壌

•異年齢交流の機会が多い



ＰＢＬ向きの生徒たち

•Ｃ．Ｏ．Ｆ（2018年8月）

生徒によるワークショップ



ＰＢＬ向きの生徒たち

•マイプロジェクトアワード

全国大会に出場！！



ＰＢＬ向きの生徒たち

•進行中のプロジェクト

ゆるキャラ×お弁当×心理学



3. 管理機関としての取組について

• ＩＣＴ環境の整備（海外高校との交流授業の展開）

•教員の加配

• ２年目以降の海外交流アドバイザーの配置

• 「HOKKAIDO 高校生ミーティング（仮）」の実施

•総合的な探究の時間（地域課題探究，キャリア課題探究）
の充実に向けた指導・助言

•グローバルな視野を醸成する取組（ＩＣＴを活用した海外の
高等学校等との交流授業，海外フィールドワークなど）への
指導・助言



3-(1) 支援の取組や管理方法・体制

•学校教育局高校教育課の指導主事が，コンソ－シア
ム会議や運営指導委員会の状況を把握

•運営指導委員会（構成員は現在調整中）を設置し，
年２回の開催を予定。地域協働推進校の取組やコン
ソーシアムとの連携について把握



4. 本取組における課題

•多様化した探究テーマへの対応
•地域との連携
•コンソーシアム構築
•課題探究と海外ＦＷとの接続

課題は少なくない…しかし



事業指定により「明日」へ加速！

ＳＧＨの財産（柔軟な生徒、充実したグローバル教育）

×
地域との協働による高等学校教育改革推進事業

「明日を創る」 を楽しめるアケビ生が
激増する予感！！


